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このマニュアルの内容

このマニュアルでは、 WebLogic Integration のデプロイ メ ン トにおける ト ラブル
シューテ ィング方法について説明します。 このマニュアルの内容は以下のとおり

です。

� 第 1 章 「はじめに」 では、 WebLogic Integration のインス トールおよびデプ
ロイ メ ン ト の ト ラブルシューテ ィングに使用できる リ ソースについて説明し

ます。

� 第 2 章 「 ト ラブルシューティ ング  FAQ」 では、 WebLogic Integration の ト ラ
ブルシューティ ングに関してよ く ある質問について説明します。

対象読者

このマニュアルは主に、 次のユーザを対象と しています。

� 開発およびプロダクシ ョ ン環境で WebLogic Integration を設定、 デプロイ、
および管理するシステム管理者

� 開発およびプロダクシ ョ ン環境で WebLogic Integration のデータベース管理
システムを設定、 デプロイ、 および管理するデータベース管理者

� WebLogic Integration ワークフローを設計するビジネス アナリ ス ト

� WebLogic Integration 上で動作するアプリ ケーシ ョ ンを作成するアプリ ケー
シ ョ ン開発者

� WebLogic Integration とエンタープライズ情報システム （EIS） を統合するア
プリ ケーシ ョ ン統合スペシャ リ ス ト

詳細については、 『WebLogic Integration 入門』 を参照して ください。
WebLogic Integration ト ラブルシューティ ング ガイ ド vii



e-docs Web サイ ト

BEA WebLogic Integration 製品のドキュ メ ン トは、BEA Systems, Inc. の Web サイ
ト で入手できます。 BEA のホーム ページで [製品のドキュ メ ン ト ] をク リ ッ ク
するか、 または 「e-docs」 とい う製品ドキュ メ ン ト  ページ
（http://edocs.beasys.co.jp/e-docs/index.html） を直接表示してくださ

い。

このマニュアルの印刷方法

Web ブラウザの [ ファ イル｜印刷 ] オプシ ョ ンを使用する と、 Web ブラウザから
このマニュアルを一度に 1 ファ イルずつ印刷できます。

このマニュアルの PDF 版は、 WebLogic Integration の Web サイ ト で入手できま
す。 PDF を Adobe Acrobat Reader で開く と、 マニュアルの全体 （または一部分）

を書籍の形式で印刷できます。 PDF を表示するには、 WebLogic Integration ド
キュ メ ン トのホーム ページを開き、 [PDF 版 ] ボタンをク リ ッ ク して、 印刷する
マニュアルを選択します。

Adobe Acrobat Reader がない場合は、 Adobe の Web サイ ト
（http://www.adobe.co.jp/） で無料で入手できます。

関連情報

WebLogic Integration の詳細については、 以下のマニュアルを参照して ください。

� WebLogic Integration 入門

� WebLogic Integration チュート リ アル

� WebLogic Integration の起動、 停止およびカスタマイズ
viii WebLogic Integration ト ラブルシューティ ング ガイ ド



� 次の URL にある 『WebLogic Server 管理者ガイ ド 』

http://edocs.beasys.co.jp/e-docs/wls/docs70/adminguide/index.ht
ml

サポート情報

WebLogic Integration のドキュ メ ン ト に関するユーザからのフ ィードバッ クは弊
社にとって非常に重要です。 質問や意見などがあれば、 電子メールで 
docsupport-jp@bea.com までお送り ください。 寄せられた意見については、
WebLogic Integration のドキュ メン ト を作成および改訂する  BEA の専門の担当者
が直に目を通します。

電子メールのメ ッセージには、 ご使用の WebLogic Integration ドキュ メ ン トの リ
リース番号をお書き添えください。

本リ リースの WebLogic Integration について不明な点がある場合、 または 
WebLogic Integration のインス トールおよび動作に問題がある場合は、 BEA 
WebSUPPORT (websupport.bea.com/custsupp) を通じて  BEA カスタマ サポー
ト までお問い合わせください。 カスタマ サポートへの連絡方法については、 製
品パッケージに同梱されているカスタマ サポート  カードにも記載されています。

カスタマ サポートでは以下の情報をお尋ねしますので、 お問い合わせの際はあ
らかじめご用意ください。

� お名前、 電子メール アドレス、 電話番号、 フ ァ ク ス番号

� 会社の名前と住所

� お使いの機種と コード番号

� 製品の名前とバージ ョ ン

� 問題の状況と表示されるエラー メ ッセージの内容
WebLogic Integration ト ラブルシューティ ング ガイ ド ix



表記規則

このマニュアルでは、 全体を通して以下の表記規則が使用されています。

表記法 適用

太字 用語集で定義されている用語を示す。

〔Ctrl〕 +
〔Tab〕

複数のキーを同時に押すこ とを示す。

斜体 強調または書籍のタイ トルを示す。

等幅テキスト コード  サンプル、 コマンド とそのオプシ ョ ン、 データ構造体とそ
のメンバー、 データ型、 ディレク ト リ、 およびファ イル名とその

拡張子を示す。 等幅テキス トはキーボードから入力するテキス ト

も示す。

例

#include <iostream.h> void main ( ) the pointer psz

chmod u+w *

\tux\data\ap

.doc

tux.doc

BITMAP

float

太字の等幅テ

キスト

コード内の重要な箇所を示す。

例

void commit ( )

斜体の等幅テ

キスト

コード内の変数を示す。

例

String expr
x WebLogic Integration ト ラブルシューティ ング ガイ ド



すべて大文字

のテキス ト

デバイス名、 環境変数、 および論理演算子を示す。

例

LPT1

SIGNON

OR

{ } 構文の中で複数の選択肢を示す。 実際には、 この括弧は入力しな

い。

[ ] 構文の中で任意指定の項目を示す。 実際には、 この括弧は入力し

ない。

例

buildobjclient [-v] [-o name ] [-f file-list]... 
[-l file-list]...

| 構文の中で相互に排他的な選択肢を区切る。 実際には、 この記号

は入力しない。

... コマンド ラ インで以下のいずれかを示す。

� 引数を複数回繰り返すこ とができる

� 任意指定の引数が省略されている

� パラ メータや値などの情報を追加入力できる

実際には、 この省略記号は入力しない。

例

buildobjclient [-v] [-o name ] [-f file-list]... 
[-l file-list]...

.

.

.

コード  サンプルまたは構文で項目が省略されている こ と を示す。
実際には、 この省略記号は入力しない。

表記法 適用
WebLogic Integration ト ラブルシューティ ング ガイ ド xi
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1 はじめに

この章では、 WebLogic Integration のデプロイ メ ン ト における ト ラブルシュー
ティ ング方法の概要について説明します。 内容は以下のとおりです。

� 問題の種類

� ト ラブルシューティ ング用のリ ソース

こ こでは、 一般的な ト ラブルシューティ ングのヒン ト を紹介します。 特定の 
WebLogic Integration リ リースにおける確認済みの制限事項については、
『WebLogic Integration リ リース  ノー ト 』 を参照して ください。

問題の種類

次の表では、 WebLogic Integration のデプロイ メ ン ト において生じる可能性があ
る問題全般を、 種類別に整理して説明します。

表 1-1  WebLogic Integrationのデプロイメン トで生じる問題の種類

問題のカテゴリ 問題の種類

アプ リケーシ ョ ン上の問題 � 構文エラー

� データ  エラー

� その他の実行時エラー （ファ イルが見つ

からない、 無効なデータなど）

サーバ上の問題 � サーバが利用できない

� サービスが利用できない
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1 はじめに
ト ラブルシューティング用のリソース

以下の節では、 WebLogic Integration のデプロイ メン ト の ト ラブルシューティン
グに使用できる リ ソースについて説明します。

� WebLogic Server のログ

� WebLogic Server Administration Console

� Business Process Management のデバッグ

� Application Integration ログ

� B2B Integration ログ

RDMBS 上の問題 � データベースが利用できない

� ログオン  エラー

� 接続エラー

� SQL エラー

エンタープライズ情報システム上

の問題

� EIS が利用できない

� ログオン  エラー

� 接続エラー

� データ  エラー

ハード ウェア上の問題 � ハード ウェアの故障

� ハード ウェアの リ ソースが利用できない

オペレーテ ィング システム エラー � オペレーテ ィング システム  エラー

ネッ ト ワーク  エラー � ネッ ト ワークの障害

� ネッ ト ワーク  リ ソースが利用できない

� ログオン  エラー

表 1-1  WebLogic Integrationのデプロイメントで生じる問題の種類 

問題のカテゴリ 問題の種類
1-2 WebLogic Integration ト ラブルシューティ ング ガイ ド



ト ラブルシューテ ィ ング用のリ ソース
� リ リース  ノー ト

� 製品マニュアル

� BEA dev2dev Online

� このマニュアルの 「 ト ラブルシューティ ング  FAQ」

WebLogic Server のログ

WebLogic Server のログには、 実行時ログ  メ ッセージがほぼすべて含まれます。
ログ ファ イルの場所は、 使用しているサーバの config.xml ファ イルで指定し

ます。 WebLogic Server のログの詳細については、 次の URL にある 『WebLogic 
Server 管理者ガイ ド 』 の 「ログ メ ッセージを使用した WebLogic Servers の管理」
を参照して ください。

http://edocs.beasys.co.jp/e-docs/wls/docs70/adminguide/logging.ht
ml

WebLogic Server Administration Console

XML 変換メ ッセージなどの特定のメ ッセージは、 WebLogic Server 
Administration Console でのみ表示されます。config.xml ファ イルの Server 要素
に StdoutEnabled=true StdoutSeverityLevel=64 属性を追加する と、 コン
ソール メ ッセージの最高ト レース  レベルを上げるこ とができます。

Business Process Management のデバッグ

次のプロパティ を設定する こ とで、 デバッグを有効にして  WebLogic Server 
Administration Console にイベン ト  データをルーティ ングできます。

-Dwli.bpm.server.eventprocessor.debug=1

詳細については、 WebLogic Integration ドキュ メ ン ト から 「Business Process 
Management」 Web ページを参照して ください。
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1 はじめに
Application Integration ログ

WebLogic Integration は、 Application View Management Console と各アダプタの
ログを個別に維持します。 各ログは domain/logs  ディ レク ト リに置かれます。
domain は、 現在実行中のド メ インの名前になり ます。 Application View 
Management Console によ り、 『Application Integration ユーザーズ ガイ ド』 の
「アプ リ ケーシ ョ ン ビューの定義」 内、 「アプ リ ケーシ ョ ン  ビューの定義手順サ
ンプル」 の 「アプ リ ケーシ ョ ン ビューのデプロイ」 で説明されるよ うに、 ロギ
ング レベルをコンフ ィグレーシ ョ ンできます。 .

B2B Integration ログ

B2B Integration のアクティ ビテ ィに関する メ ッセージは、 B2B システム ログ 
ファ イル （b2b.log） および WebLogic Integration B2B Console に書き込まれま
す。 詳細については、 『B2B Integration ログへのメ ッセージの書き込み』 の 「ロ

グへの書き込み」 を参照して ください。

リ リース ノート

『WebLogic Integration リ リース ノー ト 』 では、 ご使用のバージ ョ ンの WebLogic 
Integration における確認済みの制限事項と回避策について説明します。

製品マニュアル

WebLogic Integration の製品マニュアルは、 WebLogic Integration 製品のすべての
局面に関する詳細情報を提供します。 詳細については、 WebLogic Platform パッ
ケージに付属のオンラ イン  マニュアル CD または次の URL を参照して くださ
い。

http://edocs.beasys.co.jp/e-docs/wli/docs70/index.html
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ト ラブルシューテ ィ ング用のリ ソース
BEA dev2dev Online

BEA dev2dev Online では、 インス トール、 ク ラスタ化、 JDBC、 EJB、 サーブ
レ ッ ト 、および JSP などの技術的な内容に関するニュースグループをはじめとす
る、 さまざまな技術リ ソースを開発者に提供します。 詳細については、 次の 
URL の BEA dev2dev Online を参照して ください。

http://www.beasys.co.jp/developer/index.html

ト ラブルシューティング FAQ

一般的な問題の リ ス ト については、 2-1 ページの 「 ト ラブルシューティ ング  
FAQ」 を参照して ください。
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2 ト ラブルシューティング FAQ

以下の節では、 WebLogic Integration ソ リ ューシ ョ ンの開発およびデプロイ メ ン
トにおいて生じる可能性がある問題に関してよ く ある質問に回答します。

� インス トールと準備

� 移行

� サンプルの使用

� サーバの起動

� アプ リ ケーシ ョ ンの設計

� アプ リ ケーシ ョ ンの実行

� 一般的な実行時の問題

各質問は、 ユーザが経験する代表的な問題別に分類されています。 各節では、 1 
つまたは複数の問題について詳細に説明し、 1 つ以上の対策を提案し、 製品ド
キュ メ ン ト などのその他の有用な情報の参照先を示します。

こ こでは、 一般的な ト ラブルシューティ ングのヒン ト を紹介します。 特定の 
WebLogic Integration リ リースにおける確認済みの制限事項については、
『WebLogic Integration リ リース  ノー ト 』 を参照して ください。

インストールと準備

この節では、 以下の質問に回答します。

� リポジ ト リ  データのバルク  ロードが失敗した場合はど う したらいいでし ょ
うか。

� 自分が使用している  WebLogic Integration のバージ ョ ンを確認するには、 ど
うすればよいでし ょ うか。
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� システムの IP アドレスを変更したばかりです。 ログ  ファ イルに多数の ト ラ
ンザクシ ョ ン エラーが記録されているのは、 なぜでし ょ うか。

リポジト リ  データのバルク  ロードが失敗した場合
はどう したらいいでし ょ うか。

問題点 B2B Integration での作業中、 WebLogic Integration サンプルの実行前など特定の
状況下では、 WebLogic Integration リ ポジ ト リにデータをバルク  ロードするこ と
が求められます。 リポジ ト リへのバルク  ロードを実行し よ う と した後にエラー 
メ ッセージが表示された場合、 バルク  ロードのプロセスは正常に実行できてい
ません。

解決策 エラー メ ッセージを確認して、 エラーの原因を判断します。 次にエラーを修正
して、 バルク  ロード処理を再度実行します。 バルク  ロードは ト ランザクシ ョ ン
対応ではないため、 データのバルク  ロードをやり直す前に、 データベースを完
全にク リーンアップする こ と をお勧めします。

バルク  ロード中に生じ る可能性があるエラーには、 次のよ う なものがあ り ます。

� データ挿入先と して指定したテーブルが存在しない。

バルク  ロード文と リポジ ト リ  スキーマが一致していません。 この問題に対
処するには、 (1) バルク  ロード  データ  ファ イルが正しいこ と  (2) リポジ ト リ
が最新の完全なものであるこ と  (3) リ ポジ ト リ  スキーマのバージ ョ ンが正し
いこ と、 を確認して ください。

� リポジ ト リに、 定義済みの項目 （会話など） がある。

バルク  ロード  データが、 既存のリポジ ト リ情報と競合しています。 現在の
バルク  ロード  データ  ファ イルを訂正するか、 リポジ ト リから古い情報を削
除して ください。

詳細については、 『B2B Integration 管理者ガイ ド』 の 「Bulk Loader の使い方」 を
参照して ください。
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インス トールと準備
自分が使用している WebLogic Integration のバー
ジョンを確認するには、 どうすればよいでし ょ う

か。

問題点 インス トールされている  WebLogic Integration のバージ ョ ンを調べる方法が分か

り ません。

解決策 WebLogic Integration をインス トールしてある、 BEA ホーム ディ レク ト リの 
registry.xml ファ イルを参照して ください。 registry.xml ファ イルには、 以
下に類似した XML セグ メ ン トが含まれています。

<bea-product-information>
    <host home="c:\bea" name="hostname" number="1">
        <product format="1.0" name="WebLogic Platform">
            <release BeaProgramGroup="BEA WebLogic Platform 7.0" 
BuiltInServicePackLevel="0" InstallDir="c:\bea\weblogic700" InstallTime="Jun 6, 
2002 4:57:18 PM" JavaHome="c:\bea\jdk131_03" JavaVersion="1.3.1_03" 
PatchLevel="1" ServicePackLevel="0" Status="installed" level="7.0">
                <component name="WebLogic Server" version="7.0.0.1">
                    <component name="Server"/>
                    <component name="Server Examples"/>
                </component>
                <component name="WebLogic Integration" version="7.0.0.0">
                    <component name="Integration Server"/>
                    <component name="Integration Examples"/>
                </component>
            </release>
        </product>
    </host>
</bea-product-information>

リ リース要素 （<release. . . で始まるテキス ト ） を調べます。 この要素は、 現在

インス トールされている  WebLogic Integration の リ リースおよびサービス  パッ ク

の番号を示します。
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システムの IP アドレスを変更したばかりです。 ロ

グ ファイルに多数のト ランザクション エラーが記

録されているのは、 なぜでし ょ うか。

問題点 IP アドレスを変更する と、 ト ランザクシ ョ ン  ログ エラーが多く発生する原因と
な り ます。

解決策 古い ト ランザクシ ョ ン ログ  ファ イルを削除します。 詳細については、次の URL 
にある 『WebLogic JTA プログラマーズ ガイ ド 』 の 「 ト ランザクシ ョ ンの ト ラブ

ルシューティ ング」 を参照して ください。

http://edocs.beasys.co.jp/e-docs/wls/docs70/jta/trbtrx.html

移行

この節では、 以下の質問に回答します。

� WebLogic Integration の設計時データを別のデータベースへ移植するには、
ど うすればよいでし ょ うか。

� WebLogic Integration Studio にパッケージをインス トールする と ワークフ
ローが実行できないのですが、 なぜでし ょ うか。

WebLogic Integration の設計時データを別のデー
タベースへ移植するには、 どうすればよいでし ょ う

か。

問題点 WebLogic Integration の設計時データを別のデータベースへ移植したい場合があ
り ます。 そのよ う な移行が必要となるのは、 たとえば WebLogic Integration の新
規 リ リースをインス トールする場合や、 データベースの種類を変更する場合で

す。
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移行
解決策 設計時データを別の  WebLogic Integration リポジ ト リ  データベースへ移行するに
は、 ソース データベースからすべての設計時データをエクスポート し、 対象の

データベースにインポート します。 手順の詳細については、 『WebLogic 
Integration 移行ガイ ド 』 および 『WebLogic Integration の起動、 停止およびカス
タマイズ』 の 「WebLogic Integration のカスタマイズ」 にある 「ド メ インに対す

る新しいデータベースの指定」 を参照して ください。

WebLogic Integration Studio にパッケージをイン
ストールするとワークフローが実行できないのです

が、 なぜでし ょ うか。

問題点 以前エクスポート したパッケージを  WebLogic Integration Studio にインポートす

る と、 インポー ト したワークフローが正し く インスタンス化されなかった り、 実

行時エラーが発生した りするこ とがあ り ます。

解決策 以下の解決策が考えられます。

� パッケージをインポートする際に、 使用するワークフローを必ずアクテ ィブ

化して ください。 アクテ ィブでないワークフローは、 意図どおりにインスタ

ンス化されません。 [ パッケージのインポート ] ダイアログ ボッ クスの [イン
ポート後にワークフローをアクティブ化 ] オプシ ョ ンを選択するか、 またはワー
クフロー テンプレー ト定義プロパティのダイアログ  ボッ クスを開いて [アク
ティブ ] オプシ ョ ンを選択する こ とによ り、 目的のワークフローを手動でア
クテ ィブ化しておきます。

� ワークフローのインポート後、 開始ノードにおける開始オーガニゼーシ ョ ン

を リセッ ト して ください。

� Application Integration のアプリ ケーシ ョ ン  ビューが使用されるワークフロー
を実行中に例外が発生した場合は、 そのワークフローで使用されるアプリ

ケーシ ョ ン ビューをデプロイ済みである こ と を確認して ください。
WebLogic Integration Studio のインポート機能で、 自動的にアプリ ケーシ ョ

ン ビューがデプロイ されるこ とはあ り ません。 Application View Console 
(http://host:port/wlai で使用可能 ) を使用して、 アプ リ ケーシ ョ ン 
ビューをデプロイする必要があ り ます。 詳細については、 『Application 
Integration ユーザーズ ガイ ド 』 の 「アプ リ ケーシ ョ ン ビューの定義」 を参
照して ください。
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� B2B 統合に関連するワークフローを使用中に例外が発生した場合は、 『B2B 
Integration 管理者ガイ ド 』 の 「Bulk Loader の操作」 で説明しているよ うに、
リポジ ト リに設計時データを正し くバルク  ロード済みであるこ と を確認して
ください。

� ド メ インに対して、 startWebLogic コマンドで 
wli.bpm.server.evaluator.supportsNull を  true に設定した場合は、
ワークフローを再検査し、 ワークフロー変数の初期値が適切に設定されてい

る こ と を確認して ください。 これらの変数が設定されておらず、 このフラグ

の設定が true である場合、 ワークフローが実行できないこ とがあ り ます。 デ
フォルト値は false なので、 この問題が生じたとい う こ とは、 以前に自分で

この値を明示的に設定しているはずです。 詳細については、 『WebLogic 
Integration の起動、 停止およびカスタマイズ』 の 「WebLogic Integration の
カスタマイズ」 にある 「NULL 変数をサポートする  BPM のコンフ ィ グレー
シ ョ ン」 を参照して ください。
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サンプルの使用
サンプルの使用

この節では、 次の質問に回答します。

BEA dev2dev Online からサンプルをダウンロード しましたが、 こちらでインス
トールした WebLogic Integration では動作しないよ うです。 対処する方法を教え
てください。

BEA dev2dev Online からサンプルをダウンロード

しましたが、こちらでインストールした WebLogic 
Integration では動作しないようです。 対処する方

法を教えて ください。

問題点 製品に同梱されているサンプルはご使用の  WebLogic Integration と互換性があ り
ますが、 BEA dev2dev Online から入手可能なサンプルは、 すべてが現行リ リー

ス用に更新されているわけではあ り ません。 上位互換性のないサンプルもあ り ま
す。

解決策 ダウンロード したサンプルのドキュ メン ト を読み、 ご使用の環境 （プラ ッ ト

フォーム、 WebLogic Integration のリ リース、 および WebLogic Server のバー
ジ ョ ン） における全コンポーネン トが、 このサンプルでサポート されているかど

うかを検証します。

サーバの起動

この節では、 以下の質問に回答します。

� サーバ起動時に ConnectExceptions が発生するのはなぜですか。

� サーバ起動時に 「table or view does not exist」 とい うエラーが表示されるの
はなぜですか。 Oracle データベースを使用しています。
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サーバ起動時に ConnectExceptions が発生するの

はなぜですか。

問題点 サーバ起動時に、 次の例外メ ッセージが表示されます。

a routed: 'Protocol: 't3'' connection
to:'0S:172.16.3.18:[7001,-1,-1,-1,-1,-1,-1]' on port: '7001'
java.rmi.ConnectException: No available router to destination
. . .

解決策 ログ  ディ レク ト リから  *.tlog ファ イルを削除します。この問題がサーバ上の  IP 
アドレスを変更した結果生じたものである場合は、 「システムの IP アドレスを変
更したばかりです。 ログ  ファ イルに多数の ト ランザクシ ョ ン エラーが記録され
ているのは、 なぜでし ょ うか。」 を参照して ください。

この問題がプロダクシ ョ ン  サーバ上で生じたものである場合は、 ト ランザク

シ ョ ン ログ  ファ イルを削除する前に、 必ずこれらのファ イルのアーカイブを作
成して ください。 これらのファ イルには、 サーバの障害時に処理中だった ト ラン

ザクシ ョ ンに関する情報が含まれているためです。

サーバ起動時に 「table or view does not exist」 と

いうエラーが表示されるのはなぜですか。 Oracle 
データベースを使用しています。

問題点 Oracle データベースで稼動するサーバの起動時に、 次のエラー メ ッセージが表
示されます。

####<Aug 30, 2001 12:40:52 PM GMT-08:00> <Alert> <JMS> <fushigi.beasys.com> 
<myserver> <main> <system> <> <040052> <JMSServer "WLA
I_JMSServer", store failed to open, java.io.IOException: JMS JDBC store, 
connection pool = <wliPool>, prefix = <null>: JMS JDBC I/
O failure
java.sql.SQLException: ORA-00942: table or view does not exist

         at oracle.jdbc.dbaccess.DBError.throwSqlException(DBError.java:114)
         at oracle.jdbc.ttc7.TTIoer.processError(TTIoer.java:208)
         at oracle.jdbc.ttc7.Oall7.receive(Oall7.java:542)
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         at oracle.jdbc.ttc7.TTC7Protocol.doOall7(TTC7Protocol.java:1311)
         at 
oracle.jdbc.ttc7.TTC7Protocol.parseExecuteDescribe(TTC7Protocol.java:595)
         at 
oracle.jdbc.driver.OracleStatement.doExecuteQuery(OracleStatement.java:1600)
         at 
oracle.jdbc.driver.OracleStatement.doExecute(OracleStatement.java:1758)
         at 
oracle.jdbc.driver.OracleStatement.doExecuteWithTimeout(OracleStatement.java 
:1805)
         at 
oracle.jdbc.driver.OracleStatement.executeQuery(OracleStatement.java:410)
         at weblogic.jdbc.pool.Statement.executeQuery(Statement.java:48)
         at 

解決策 このエラーが発生するのは、片方が別のユーザまたはスキーマに属する同一名の 
2 つのテーブルを  JMS が見つけた場合です。各 JMSJDBCStore テーブルに、一意
の名前を割 り当てて ください。 config.xml ファ イルの JMSJDBCStore 行を、 次
の例に類似した行に変更します。

<JMSJDBCStore ConnectionPool="wliPool" Name="wliPool" 
PrefixName="someuniqname" />

アプリケーションの設計

この節では、 以下の質問に回答します。

� WebLogic Integration Studio XML エディ タで XML ドキュ メン ト を作成した
と きにエラー メ ッセージが表示されるのはなぜでし ょ うか。

� B2B の会話を開始するパブリ ッ ク  ワークフローを開始する方法を教えてく
ださい。

� ナビゲーシ ョ ン ツ リーにエンティテ ィ （ ト レーディング パートナなど） が

表示されていない場合は、 ど うすればよいでし ょ うか。

� ビジネス  プロ ト コル定義の詳細を参照できない場合はど う したらよいでし ょ
うか。

� WebLogic Integration リポジ ト リから要素を削除している時に SQL 例外が出
る理由は何ですか。
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WebLogic Integration Studio XML エディ タで 
XML ドキュメン トを作成したときにエラー メ ッ
セージが表示されるのはなぜでし ょ うか。

問題点 WebLogic Integration Studio XML エディ タで正規の XML ドキュ メ ン ト を作成す
る と きに、 インスタンス  エディ タで次のメ ッセージが表示されるこ とがあ り ま
す。

解決策 インスタンス  エディ タの右ペインに表示される値がすべて、 有効な式であるこ
と を確認して ください。 インスタンス  エディ タは、 エラーのある行に X アイコ
ンを表示して、 無効な式構文のある値を示します。 値が string 型定数の場合は、
文字列 リ テラルの前後に二重引用符を付加して ください。 これ以外の型の値の有

効な式を作成する方法については、 『WebLogic Integration Studio ユーザーズ ガイ
ド』 を参照して ください。

問題点 正規の XML ドキュ メ ン ト を  WebLogic Integration Studio XML エディ タにイン
ポートする と きに、 インスタンス  エディ タがエラー メ ッセージを表示して、 ド
キュ メ ン ト を有効なテンプレー ト  ドキュ メン ト に変換するよ う求める こ とがあ
り ます。

解決策 [ はい ] をク リ ッ ク して、 ドキュ メ ン ト をテンプレー ト  ドキュ メ ン トに変換しま
す。
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B2B の会話を開始するパブリ ック  ワークフローを
開始する方法を教えて ください。

問題点 B2B の会話を開始するワークフローを開始する必要があ り ます。

解決策 B2B の会話を開始するワークフローを開始するには、 別のワークフローから  パ
ブリ ッ ク  ワークフローを開始アクシ ョ ンを使用します。 Java アプリ ケーシ ョ ン
内からパブリ ッ ク  ワークフローを開始するには、 API を使用するこ と もできま
す。 パブリ ッ ク  ワークフローを開始 によってもたら される入力パラ メータでコ
ラボレーシ ョ ン アグ リーメ ン トが決定され、 コラボレーシ ョ ン アグ リーメ ン ト
によって会話が決定されます。 この会話には、 ワークフロー テンプレー ト名が

含まれます。

問題点 パブ リ ッ ク  ワークフローを開始アクシ ョ ンを使用してもワークフローが開始さ
れません。

解決策 一般的なエラー :

� ワークフロー テンプレー トのオーガニゼーシ ョ ンが、 WebLogic Integration 
リポジ ト リの会話定義と整合していません。

� 有効な ト レーディ ング  パートナ名を引用符で囲んで入力していません。

ナビゲーション ツリーにエンティティ （トレー
ディング パートナなど） が表示されていない場合
は、 どうすればよいでし ょ うか。

問題点 WebLogic Integration B2B Console のナビゲーシ ョ ン  ツ リーに リ ス ト されている

はずのエンティテ ィが見つかり ません。

解決策 次の手順を実行して ください。

1. ナビゲーシ ョ ン ツ リーの WLI B2B ノードをク リ ッ ク します。

2. [ コンフ ィグレーシ ョ ン ] タブを選択します。
WebLogic Integration ト ラブルシューティ ング ガイ ド 2-11



2 ト ラブルシューテ ィ ング FAQ
3. [ プリ ファレンス ] タブを選択します。

4. ナビゲーシ ョ ン ツ リーの [ 表示 ] エンティテ ィ を選択します。

5. [適用 ] をク リ ッ ク します。

ビジネス プロト コル定義の詳細を参照できない場
合はどう したらよいでし ょ うか。

問題点 WebLogic Integration B2B Console のナビゲーシ ョ ン ツ リーにビジネス  プロ ト コ
ル定義の詳細が表示されません。

解決策 次の手順を実行して ください。

1. ナビゲーシ ョ ン ツ リーの WLI B2B ノードをク リ ッ ク します。

2. [ コンフ ィ グレーシ ョ ン ] タブを選択します。

3. [ プリ ファレンス ] タブを選択します。

4. [ 高度なコンフ ィグレーシ ョ ン コン ト ロールを表示 ] を選択します。

5. [適用 ] をク リ ッ ク します。

WebLogic Integration リポジト リから要素を削除
している時に SQL 例外が出る理由は何ですか。

問題点 リポジ ト リから要素を削除している と、 同様の SQL 例外が発生します。

Exception:ERROR: In SQLHelper.execute(), a SQL Exception was caught while
executing a SQL Statement: SQL Exception: DELETE on table 'PARTY_IDENTIFIER'
caused a violation of foreign key constraint
'15b58164-00e8-4d2f-8ace-00ac100b2400' for key (27).  The statement has been
rolled back.
com.bea.b2b.management.ManagementException: ERROR: In SQLHelper.execute(), a SQL
Exception was caught while executing a SQL Statement: SQL Exception: DELETE on
table 'PARTY_IDENTIFIER' caused a violation of foreign key constraint
'15b58164-00e8-4d2f-8ace-00ac100b2400' for key (27).  The statement has been
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rolled back.
. . . <remainder of stack trace not shown> . . .

解決策 このよ う な SQL 例外は、 他のリ ポジ ト リの要素が参照している リポジ ト リ要素
を削除しよ う とする と発生します。 この例外が発生するのは、 現在コ ラボレー

シ ョ ン アグ リーメ ン トに関与している ト レーディ ング  パートナを削除し よ う と

した場合です。 そのよ う な ト レーディング  パートナを削除する と、 データベー

ス参照制約違反が発生します。 ト レーディ ング  パートナを削除する前に、 この

ト レーディング パートナが含まれているコラボレーシ ョ ン  アグ リーメン ト を削

除するか、 ト レーディング  パートナの参照をコラボレーシ ョ ン アグ リーメ ン ト
から削除します。 リ ポジ ト リ要素の関連性と リ ポジ ト リ要素間の参照の削除につ

いては、 『B2B Integration 管理者ガイ ド』 の 「 リポジ ト リの操作」 を参照して く

ださい。

アプリケーションの実行

この節では、 以下の質問に回答します。

� ワークフローを開始するのに必要なワークフロー テンプレー ト名を Worklist 
内で見つける方法を教えて ください。

� ワークフローの実行においてデバッグ と ト レースを行う方法を教えて くださ

い。

� ワークフローを開始する と例外が発生します。 インスタンスが作成されない

のはなぜでし ょ う か。

� WebLogic Integration プロセス  エンジンが、 JMS キューの一部のメ ッセージ
やイベン ト を処理しない場合は、 ど うすればよいでし ょ うか。

� 「resource unavailable」 または 「Transaction has timed out when making request 
to XAResource 'WebLogic.jdbc.jts.Connection'」 例外が発生した場合は、 ど う
したらよいでし ょ うか。

� Application Integration を使用中にイベン トの発生で問題が生じた場合はど う
すればよいでし ょ うか。

� Business Process Management を使用中に、 Application Integration 非同期サー
ビスの応答が失われた場合は、 ど う したらよいでし ょ う か。
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� B2B エンジンがリモートの ト レーディング  パートナからのメ ッセージを受

信しません。

ワークフローを開始するのに必要なワークフロー 
テンプレート名を Worklist 内で見つける方法を教

えて ください。

問題点 ワークフローを開始するには、 WebLogic Integration Studio 内にワークフロー テ
ンプレー ト を作成した後、 Worklist ユーザ インタフェースを使用します。 しか
し、 ワークフローを開始する必要がある と きに、 Worklist 内でワークフロー テン
プレー トが見つかり ません。

解決策 次の手順のうち 1 つ以上を実行します。

� ワークフローを WebLogic Integration Studio に保存したこ と を確認します。

� ワークフロー テンプレート をアクテ ィブ化したこ と を確認します。

� Worklist にログインしているユーザは複数のオーガニゼーシ ョ ンに属してい
る場合があ り ます。 ユーザが割 り当てられているオーガニゼーシ ョ ン、 つま

り、 テンプレートに関連しているオーガニゼーシ ョ ンに切 り換えて くださ

い。

� 手動で開始可能なワークフローであるこ とを確認します。

追加情報 「WebLogic Integration Studio ユーザーズ ガイ ド」 および 「WebLogic Integration 
Worklist ユーザーズ ガイ ド」 を参照。

注意 : Worklist ク ラ イアン トは WebLogic Integration リ リース  7.0 よ り非推奨と
な り ました。 代替機能に関する情報については、 『BEA WebLogic 
Integration リ リース  ノー ト 』 を参照して ください。
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ワークフローの実行においてデバッグと トレースを

行う方法を教えて ください。

問題点 ワークフローが正常に動作していない理由がなかなか判断できません。

解決策 ワークフローの実行を ト レースする と、 問題の原因を判断し、 解決策を示すのに
役立ちます。 ワークフローのインスタンスの実行をデバッグまたは ト レースする

方法は、 い くつかあ り ます。

� タスク  アクシ ョ ンで、 ト レーシング  メ ッセージを印刷します。 これには 
java.lang.System.println() 文が使われているビジネス  オペレーシ ョ ン
を使用します。 このオプシ ョ ンは、 高速で実行され、 既に説明した方法では

デバッグできないワークフロー インスタンスをデバッグするのに効果的で
す。

� タスク内で監査アクシ ョ ンを使用して、 監査 ト ピ ッ クに対し監査情報を出力

します。 監査エン ト リは、 サーバ上でアクティブになっている  WebLogic 
Integration ド メ インの logs ディ レク ト リにある  myserver.log とい う名称
のログ ファ イルで見るこ とができます。 また、 このアクシ ョ ンを実行するに
は、 事前にテンプレー ト定義のプロパティで監査を有効にする必要があ り ま

す。

� 電子メール サーバが正し く設定されている場合は、 テス トの必要な時点ごと
に自分宛ての電子メールを送信して ください。

� 監査エン ト リ  アクシ ョ ンに加えて、 テス ト したい各時点において Set 
Workflow コ メ ン ト  アクシ ョ ンを使用するこ と もできます。 コ メ ン トは、 前
述の [ ワークフロー インスタンス ] ダイアログ ボッ クス内に表示されます。

� WebLogic Integration Studio で、 ワークフロー インスタンス  モニタを開き、
変数と ワークフローのステータスを確認します。 ワークフロー インスタンス  
モニタに、 ワークフロー インスタンスの変数の現在の状態が表示され、 ワー
クフロー インスタンスのどのタスクが現時点で実行済みであるかが示されま
す。 ワークフローがユーザ入力または非同期イベン ト を待機する必要がある

場合は、 所定の期間、 実行が停止されます。 この期間中に、 ワークフロー イ
ンスタンスの詳細を調査するこ とができます。

ワークフローがインスタンス化された後、 停止するこ とな く実行される場合

は、 変数の状態とアクテ ィブなタスクが急速に変化する可能性があるため、
このデバッグ手法の効果が薄れるこ とがあ り ます。
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ワークフロー中の、 変数および実行されているタスクを表示するのに十分な

期間、 実行を停止したい個所では、 できるだけ Assign task to user アク
シ ョ ンを使用して ください。 この停止機能によ り、 Worklist ツールを使い、
順を追ってワークフローの実行を確認できます。 各手順で、 ワークフローを

次の手順に進めるために、 Worklist ツールを使用可能です。

注意 : Worklist ク ラ イアン トは WebLogic Integration リ リース  7.0 よ り非推奨と
な り ました。 代替機能に関する情報については、 『BEA WebLogic 
Integration リ リース  ノー ト 』 を参照して ください。

この方法でワークフローの実行を停止できない場合は、 別のデバッグ方法を

試して ください。

追加情報 『WebLogic Integration Studio ユーザーズ ガイ ド』 の assign task to user アク
シ ョ ンおよび make audit entry アクシ ョ ンに関する ドキュ メ ン ト と、『BPM ク
ラ イアン ト  アプリ ケーシ ョ ン  プログラ ミ ング』 のビジネス  オペレーシ ョ ンに関
する ドキュ メ ン ト を参照して ください。

ワークフローを開始すると例外が発生します。 イン

スタンスが作成されないのはなぜでし ょ うか。

問題点 ワークフローで例外が発生しますが、 このワークフローがインスタンス化された

とい う こ とを示すワークフロー インスタンスは存在しません。

解決策 ワークフロー インスタンスが作成され、 データベース内で保持されるのは、
ワークフローが静止状態になるか、 完了ノードに到達した後のみです。 ワークフ
ローが、 静止状態または完了ノードに到達する前に例外が発生する と、 ワークフ

ロー インスタンスはロールバッ ク されます。 この問題を解消するには、 ワーク
フロー インスタンスを待機させる  No Operation または Assign Task to User 
などのアクシ ョ ンを挿入する こ とで、 強制的に静止状態をもたら します。

追加情報 『WebLogic Integration Studio ユーザーズ ガイ ド』 および 『BPM ク ラ イアン ト  ア
プ リ ケーシ ョ ン プログラ ミ ング』 の 「BPM ト ランザクシ ョ ン  モデル」 を参照し
て ください。
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WebLogic Integration プロセス エンジンが、 JMS 
キューの一部のメ ッセージやイベントを処理しない

場合は、 どうすればよいでし ょ うか。

問題点 JMS キューにポス ト されたイベン ト またはメ ッセージが、 WebLogic Integration 
プロセス  エンジンで処理されないよ うです。

解決策 以下の解決策のうち任意のものを試して ください。

� 必ず、 正しい JMS キューにメ ッセージをパブリ ッシュして ください。 プロ
セス  エンジンは、 com.bea.wlpiEventQueue にサブスク ライブします。

� プロセス  エンジンがイベン ト を処理したと きに、 イベン ト  ノードの後で実
行された手順において、 障害が発生しています。 WebLogic Integration は ト

ランザクシ ョ ンをロールバッ ク して、 ワークフロー インスタンスをイベン ト
待機状態に戻しました。 その後の手順で生じ る問題について、 ワークフロー

を調べます。

� イベン ト発生側において、 ト ランザクシ ョ ン内でイベン ト をパブリ ッシュし

ましたが、 その ト ランザクシ ョ ン内でエラーが発生しました。 WebLogic 
Integration が送信側のト ランザクシ ョ ンをロールバッ クする場合、 そのイベ
ン トはパブリ ッシュされません。 サーバ ログで、 ト ランザクシ ョ ンに関連す

るエラー メ ッセージを確認する必要があ り ます。 ワークフロー内でこの問題
が生じた場合は、 オプシ ョ ンと して、 ト ランザクシ ョ ンがコ ミ ッ ト したかど

うかに関係なく メ ッセージをすぐに送信できます。

� WebLogic Integration では、 対応するテンプレー トおよびインスタンスをイ

ベン ト と一致させられませんでした。 代わ りに、 アドレス指定されたメ ッ

セージを使用して ください。 アドレス指定されたメ ッセージを使う と、 イベ

ン ト を受信するワークフロー インスタンスを明示的に指定できるため、 メ ッ
セージを一致させられない可能性が少なく な り ます。 この問題を完全に解消

するには、 アプ リ ケーシ ョ ン実装時に、 回復またはメ ッセージ再送信のメカ
ニズムを適用します。

アドレス指定メ ッセージ送信を使用してメ ッセージ配信を保証する方法につ

いては、 次を参照して ください。

� 『WebLogic Integration ソ リ ューシ ョ ンのデプロイ メ ン ト 』 の 「パフォー

マンスのチューニング」 の 「メ ッセージ配信の保証」
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� 『BPM ク ラ イアン ト  アプ リ ケーシ ョ ン プログラ ミ ング』 の 「JMS 接続の
確立」 の 「メ ッセージ配信の保証」

� 『 WebLogic Integration Studio ユーザーズ ガイ ド 』 の 「アクシ ョ ンの定

義」 の 「JMS ト ピ ッ クまたはキューへの XML メ ッセージのポス ト 」

「resource unavailable」 または 「Transaction has 
timed out when making request to XAResource 
'WebLogic.jdbc.jts.Connection'」 例外が発生した
場合は、 どう したらよいでし ょ うか。

問題点 以下の例外の一方が発生します。

� resource unavailable

� Transaction has timed out when making request to XAResource
 'WebLogic.jdbc.jts.Connection'

解決策 これらのエラーは、 アプ リ ケーシ ョ ンで必要と される接続数が、 接続プールで割

り当てた接続数を上回っているこ と を示している と考えられます。 エラーが発生

するのは、 WebLogic Integration リポジ ト リ  プール、 またはアプリ ケーシ ョ ン  
ビューのアプ リ ケーシ ョ ン統合接続ファ ク ト リ  プールで、 プールを使い切った
ためである可能性があ り ます。

どれが使い切ったプールであるかを判断するには、 例外スタッ ク  ト レースを確
認します。 スタッ ク  ト レース内に、 xxxConnectionFactory.getConnection() 
などの名前の付いたク ラスが見つかれば、 接続ファ ク ト リ  プールを使い果たし
ている と考えられます。 例外メ ッセージは多くの場合、 使い果たしたプールを指

し示しています。 スタ ッ ク  ト レースにそのよ う なク ラスがなければ、 JDBC 接続
プールを使い果たしている と考えられます。

どちらの種類のプールでも、 予想される最大の同時アクティブ ユーザ数を推定
し、 その数を  2 で乗算して、得られた数値をプール内の Max Capacity の値と し
て使用します。 JDBC 接続プールの場合は、 config.xml ファ イルの 
JDBCConnectionPool 要素を修正します。 アプ リ ケーシ ョ ン  ビューの接続ファ
ク ト リ  プールの場合は、 Application View Console を使用してアプ リ ケーシ ョ ン  
ビューの接続パラ メータ  セクシ ョ ンを編集し、 Max Capacity 値を設定します。
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接続ファ ク ト リの Max Capacity を設定しても問題が解決しない場合は、 アダプ
タ  デプロイ メ ン ト  ユニッ ト の最大容量を増やします。 これを行うには、 アダプ

タの RAR ファ イル （場所はアダプタのアプリ ケーシ ョ ン要素内にある、 サーバ

の config.xml ファ イルに記載） を見つけて、 weblogic-ra.xml のデプロイ メ
ン ト記述子を編集します。 これはアーカイブの META-INF ディ レク ト リに入って
います。

注意 : weblogic-ra.xml ファ イルを編集するには、 アーカイブを展開し、 ファ
イルを編集してから、 jar コマンドでアーカイブを作成します。
weblogic-ra.xml ファ イルの pool-params 要素における  max-capacity 
要素の値を増やして ください。

Oracle を使用している場合は、 データベースのブロ ッ ク  サイズを確認します。
ブロッ ク  サイズが 2K であれば、データベースを  8K のブロッ ク  サイズで再構築
します。

また、 各ト ランザクシ ョ ンが空いているデータベース接続を取得するまでに長時

間待機しな くてもよいよ うに、 ThreadPoolSize および JDBC 接続プールのサイ
ズを適切なレベルに調節するこ と もできます。 ほとんどの場合、 JDBC 接続プー
ルは ThreadPoolSize の 2 倍のサイズにする必要があ り ますが、適切なサイズは
アプ リ ケーシ ョ ンのニーズによって変わ り ます。

Application Integration を使用中にイベントの発
生で問題が生じた場合はどうすればよいでし ょ う

か。

問題点 イベン ト定義を含むアプリ ケーシ ョ ン ビューを定義してデプロイ しましたが、
WebLogic Integration Application View Console でイベン ト テス ト機能を使用して
もイベン ト を受け取れません。

解決策 この問題の原因と しては、 以下のものが考えられます。

� イベン ト  アダプタが正常に起動しませんでした。 イベン ト  アダプタで何ら
かのエラーが発生していないか判断するには、 アダプタのログ  ファ イルを確
認して ください。 起動時にエラーが発生しても、 イベン ト  アダプタは 
Application View Console 内の Web アプリ ケーシ ョ ン と して表示され、 デプ
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ロイ されたよ うに認識されます。 しかし、 エラーが生じた場合、 イベン ト  ア
ダプタは動作不能になる こ とがあ り ます。 イベン ト  アダプタ  ログ ファ イル
は通常、 サーバ上でアクティブになっている  WebLogic Integration ド メ イン
の logs ディ レ ク ト リにあ り ます。

� 受信を想定しているイベン ト を生成しよ う と した と きに、 イベン ト  アダプタ
でエラーが発生します。 イベン ト  アダプタのログ  ファ イルで、 エラーの有
無を確認します。 イベン ト  アダプタ  ログ  ファ イルは通常、 サーバ上でアク
ティブになっている  WebLogic Integration ド メ インの logs ディ レク ト リに
あ り ます。

� 使用しているイベン ト  アダプタが所定の EIS のための唯一のイベン ト  アダ
プタではなく、 他のイベン ト  アダプタによ り イベン ト を奪われている可能性
があ り ます。

一般にイベン ト  アダプタは、 ある  EIS インスタンス専用であ り、 その EIS 
インスタンスが有するイベン ト  アダプタは 1 つである こ とが前提となってい
ます。 BEA DBMS アダプタの場合、 所定のデータベース （および 
EVENT/EVENT_DATA テーブルのセッ ト ） を指すイベン ト  アダプタが複数ある
と、 1 つのイベン ト  アダプタが生成されたイベン ト をすべて受信し、 他のイ
ベン ト  アダプタにはイベン ト を渡しません。 イベン ト を受信するアダプタが
事前に決められる こ とはないので、 特定のアダプタが、 ある時はイベン ト を

取得し、 別の時には取得しないとい う こ とがあ り得ます。 EIS インスタンス
を指しているイベン ト  アダプタは、 必ず 1 つだけにして ください。

Business Process Management を使用中に、
Application Integration 非同期サービスの応答が
失われた場合は、 どう したらよいでし ょ うか。

問題点 WebLogic Integration Studio で、 Application Integration の機能を使用してサービ
スを非同期に呼び出すワークフローを指定します。 ワークフロー内では、 サービ

ス呼び出しのためのタスク  ノード と、 サービスから応答を受信するためのイベ
ン ト  ノードを定義します。 しかし、 実行時に応答イベン ト が受信されません。

解決策 この問題が生じるのは、 タスク  ノード と、 非同期応答のためのイベン ト  ノード
の間で、 有意な量のロジッ ク設計が行われていない場合です。 この場合、

WebLogic Integration プロセス  エンジン内で競合状況が発生し、 エンジンがイベ
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ン ト を認識できない可能性があ り ます。 応答が BPM イベン ト  キューに受け取ら
れたかど うかを判断するのは、 困難です。 BPM イベン ト  キューを監視し、 非同
期サービスを呼び出すタスクを含むワークフローを実行した結果メ ッセージ カ
ウン ト が増加したかど うかを判断するには、 WebLogic Server Administration 
Console を使用します。 この問題を解消するには、 タスク  ノード と非同期サービ
スのためのイベン ト  ノードの間のタスクに No Operation を追加します。 No 

Operation を追加するこ とで、 ワークフロー インスタンスの処理にわずかな遅
延がもたら されます。

B2B エンジンがリモートのトレーディング パート
ナからのメ ッセージを受信しません。

問題点 1 つまたは複数の B2B 配信チャネル （URL） で通信を確立できません。 このよ
う な問題は、 B2B に対して HTTP/HTTPS サブシステムが正し く設定されていな
いこ とが原因で発生します。

解決策 次の手順で解決します。

1. 配信チャネルの URL をブラウザに入力し、 〔Enter〕 を押します。

エラーが表示されるか、 WebLogic Integration ログ  ファ イルに無効なプロ ト
コル フォーマッ ト である とい う  B2B からのエン ト リがあれば、
HTTP/HTTPS サブシステムは正し く設定されています。 どちらのイベン ト も
発生しない場合は次に進みます。

2. アプ リ ケーシ ョ ン サーバから、 404 や 500 から  599 までのエラー コードを
受け取った場合、 デフォルトの web.xml ファ イルで 
TransportServletFilter が設定されているか確認します。

TransportServletFilter が設定されていれば、 web.xml には次の例のよ う
な行が含まれています。

<!-- WLI-B2Bi filter-begin. DO NOT EDIT -->
<filter>
<filter-name>TransportServletFilter</filter-name>
<filter-class>com.bea.b2b.transport.http.TransportServletFilter
</filter-class>
</filter>

<filter-mapping>
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<filter-name>TransportServletFilter</filter-name>
<url-pattern>/*</url-pattern>
</filter-mapping>
<!-- WLI-B2Bi filter-end. -->

このよ う な行が無ければ、 TransportServletFilter が正し く あ り ません。
TransportServletFilter の設定に関する詳細については、 『WebLogic 
Integration 移行ガイ ド』 の 「WebLogic Integration 2.1 から  WebLogic 
Integration 7.0 への移行」 にある 「B2B 転送サーブレ ッ ト 」 を参照して くだ
さい。

これらの行があれば、 次へ進みます。

3. ド メ インのコンフ ィグレーシ ョ ン  ファ イルである  config.xml に 
<Application> 要素の次の属性が含まれているか確認します。

� "WebLogic Integration" － この属性が WebLogic Integration で動作し
ていなければなり ません。

� Deployed="true" － 次の例に示すよ うに、 この属性がデプロイする  
WebLogic Integration アプリ ケーシ ョ ンに対して  true に設定されていなけ
ればな り ません。

<Application Deployed="true" Name="WLIApplication" 
Path="<%WLI_HOME%\lib>" TwoPhase="true">

デプロイ された属性が false に設定されている と、 WebLogic Integration 
アプリ ケーシ ョ ンがあってもデプロイ されているこ とにはならず、 問題

の原因とな り ます。

� Name="TransportServlet" － この属性が <WebAppComponent> サブ要
素に対して指定されているこ とが必要です。

� Targets="servername" － この属性も  <WebAppComponent> サブ要素に
含まれている こ とが必要です。 これは、 次の例で示すよ うに、 選択した 
WebLogic Integration サーバの名前を指定します。

<WebAppComponent Name="TransportServlet" Targets="myserver" 
URI="b2b.war"/>

サーバ名が存在しないか不正であれば、 問題の原因とな り ます。

解決策のすべての手順を実行しても通信に問題が発生する場合は、

HTTP/HTTPS 通信チャネル自体は問題の原因ではないと考えられます。
WebLogic Integration の次の リポジ ト リ を調べてみてください。

� リポジ ト リが存在しているか、 タイプ ミ スを含んでいないか。
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� サーバ リ スン アド レス とポートが正し く指定されているか。

� 適切なビジネス  プロ ト コルが正し く設定されているか。

� 配信チャネルが正し く していされているか、 使用可能になっているか。

� ト レーディング パートナが適切で、 有効であるか。

一般的な実行時の問題

この節では、 以下の質問に回答します。

� メモ リ  エラーを解決する方法を教えて ください。

� WebLogic Integration ログ メ ッセージはどこに保存されていますか。

� サーバが正常にシャ ッ ト ダウンできません。

メモリ  エラーを解決する方法を教えて ください。

問題点 プログラム内のメモ リ割り当て要求量が、 JVM ヒープの空き領域のサイズを超
える と、 Java アプリ ケーシ ョ ンで out of memory エラーが発生します。 現在実
行中の Java プロセスを終了し、 アプ リ ケーシ ョ ンを再起動する必要があ り ます。
out of memory エラーを完全に排除するこ とはできませんが、 以下の解決策に
よって、 このエラーの発生率を下げる こ とはできます。

解決策 JVM 内の空き領域を増やし、 要求量を減ら します。 特に、 以下の手順を実行す
る と よいでし ょ う 。

� 最大 ヒープ サイズを増やします。 推奨ヒープ サイズは 384 MB です。 どの
よ う な場合も、 物理メモ リ  サイズよ りは小さ く して ください。 そ う しない
と、 パフォーマンスを著し く低下させる メモ リ  スワ ッピングが必要にな り ま
す。

� Java ガベージ コレクシ ョ ン （GC） の効果を上げます。 -Xincgc java コマ
ンドを使用して、 ガベージ コレクシ ョ ンの頻度を調節してください。 ただ
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し、 適切な頻度は、 アプ リ ケーシ ョ ンによって異な り ます。 GC を頻繁に実
行しすぎる と、 プログラムが滞留して、 ヒープが縮小されます。

� 不必要な要求はできる限り低減して ください。 自分が使用しているアプリ

ケーシ ョ ンから、 要求量を制御できます。 MSSQL または Oracle のデータ
ベースを使う場合は、 従来の JVM の代わ りに Java HotSpot JVM を使用して
ください。

� JMS を使用している場合は、 実行中、 常にメモ リ内にメ ッセージを保持する
必要がないよ うに、 永続的なもの （ファ イルベースまたは DBMS ベース）
にします。

WebLogic Integration ログ メ ッセージはどこに保
存されていますか。

問題点 WebLogic Integration ログ メ ッセージが見つけられません。

解決策 次の手順で、 WebLogic Integration ログ メ ッセージの場所を特定します。

�  WebLogic Server のログ ファ イル内を調べます。 このログ ファ イルには、
ほぼすべての実行時ログ  メ ッセージが格納されています。 ログ  ファ イルの
パス名は、 サーバの config.xml で確認してください。

� WebLogic Server Administration Console を調べます。 XML 変換メ ッセージ
など、 一部のメ ッセージは、 このコンソールにのみ表示されます。

config.xml ファ イルの Server 要素に StdouEnabled=true 
StdoutSeverityLevel=64 属性を追加する と、 コンソール メ ッセージの最
高ト レース  レベルを上げる こ とができます。

� 以下のコンポーネン ト固有のログ ファ イルを確認します。

� Application Integration の場合は、 WebLogic Integration Application View 
Console と各アダプタ用に、 個別のログが維持されます。 各ログは 
domain/logs  ディ レ ク ト リに置かれます。 domain は、 現在実行中のド
メ インの名前にな り ます。

� WebLogic Integration プロセス  エンジンの場合は、 イベン ト  データを 
WebLogic Server Administration Console にルーティ ングする  
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-Dwli.bpm.server.eventprocessor.debug=1 プロパティ を設定できま
す。

サーバが正常にシャッ トダウンできません。

問題点 stopWeblogic コマンドを実行後、 次のエラー メ ッセージが表示されます。

<Oct 12, 2001 6:24:00 PM PDT> <Critical> <WebLogicServer> <Failed 
to invoke shutdown class 
"WLCShutdown",java.lang.IllegalArgumentException>

解決策 この問題は、 WebLogic Server のバグと して確認済みです。 B2B エンジンを停止
してから再起動する際、 同時に WebLogic Server も停止および再起動しなかった
場合に、 発生します。 このバグが生じた場合、 B2B エンジンは既に適切に
シャ ッ ト ダウンされていても、 WebLogic Server はハングするこ とがあ り ます。
詳細については、 BEA WebLogic Server のマニュアルを参照して ください。
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